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事  業  報  告  書

　令和元年12月、中華人民共和国河北省武漢市において、原因不明の複数の肺炎の発生が報
告されてから、世界中に感染が拡大していった新型コロナウィルスですが、日本では、令和２年
２月、クルーズ船「ダイヤモンド・プリンセス号」の対応から始まり、４月第１波、８月第２波、
令和３年１月第３波を経験、変異株の脅威による第４波が懸念される中で、いよいよワクチンの
接種が始まろうとしています。
　そのような状況の中で、当施設も入館する前に手洗い、消毒ができるスペースとして、玄関
に新たに風除室を増設いたしました。
　クラスターの発生防止のため、すべての施設イベントを中止または縮小して開催せざるを得
なく、面会についても感染状況に応じて、「面会禁止」、「リモート面会」または「窓越し面会」
による対応となりました。
　また、新型コロナウィルスの感染拡大により、デイサービスや長期入所・短期入所の利用控
えやこちらからご遠慮願った事例もあり、収益面でも大きく影響を受けた事業年度となりました。
　特養部門では、内部研修として、新型コロナウィルス感染症が施設内で発生した場合の対応
などについて実施しました。外部の集合研修は、年度当初から中止や延期が相次ぎ、途中から
オンライン研修会に切り替わりはしたものの、計画どおり受講できない中で、介護福祉士試験
に２名が合格しました。また、力を使わずにストレッチャー・車椅子へ移乗できるスライディ
ングボードや利用者の心肺負担の少ないシャワーバスを導入し、サービスの質と手技の向上に
努めました。
　若い世代の福祉人材確保のため、ホームページで当施設の動画が視聴できるようにするなど、
インターネットを使った広報活動に力を注ぎました。また、働き方改革の一環として週休３日
制を試行的に実施し、効果を検証いたしました。
　在宅部門では、新型コロナウィルスの情報を収集し、利用者・家族・関係機関と連携を深め、
地域福祉の発展に努めました。なお、訪問介護事業については、６月末で事業を廃止し業務の
効率化を図りました。
　防災対策では、計画に基づいた自主避難訓練を実施しましたが、新型コロナウィルスのため
塩浜地区総合防災訓練は、中止になりました。防災士は今年度も２名養成しました。
　ふれあい福祉会は、これからも社会福祉法人として、地域に貢献できる施設づくりと地域と
ともに成長を続けることに力を尽くして参りますので、なお一層のご支援、ご協力を賜ります
ようお願い申し上げます。

令和３年３月　　　　　　　　　
社会福祉法人　ふれあい福祉会
理　事　長　　楠　田　富　雄
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（介護福祉施設サービス）
（短 期 入 所 生 活 介 護）
（介護予防短期入所生活介護）

特別養護老人ホームふれあいの里





⑴　職員体制 令和３年３月 31 日現在
職種

区分 総数 施設長 事務員 生　活
相談員

介　護
職　員

看　護
職　員 栄養士 調理員 医　師 その他

正 56 1 3 3 33 5 2 9
臨　時 1 1
パート 7 5 2

計 64 1 3 3 38 6 2 11 （２） （3）
◎医師は嘱託医　◎その他は夜警、理学療法士、洗濯・清掃

⑶　性別年齢別
60 歳以上
65 歳未満

65 歳以上
70 歳未満

70 歳以上
75 歳未満

75 歳以上
80 歳未満

80 歳以上
85 歳未満

85 歳以上
90 歳未満

90 歳以上
95 歳未満

95 歳以上
100 歳未満

100 歳
以上 合計 最高 最低 平均

男性 1 4 2 1 3 3 1 15 96歳 66歳 82歳
女性 1 1 3 7 14 19 14 4 63 104歳 65歳 90歳
計 2 5 5 8 17 22 15 4 78 104歳 65歳 88歳

⑵　入退所状況

月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３ 計

入
退
所

入　所 1 2 3 1 1 2 1 1 1 1 14

退 所 2 2 1 1 2 2 1 3 2 1 4 21

退
所
の
内
訳

死 亡 1 1 1 1 2 1 2 9

入 院 2 1 1 3 2 1 2 12

その他
※男女別内訳　○入所（男性 5 名　女性 9 名）　○退所（男性 3 名　女性 18 名）

− 5 −

1.　活動状況
　利用者の尊厳を第一として、より個別的なケアを行うため、カンファレンスを活用して職員一
人ひとりが改めて『施設サービス計画書』の理解を深めることに努めました。また、業務時間の
見直しを行い、より利用者に合わせたケアの充実にも努めました。さらには、他施設への訪問な
どを通して、新たな移乗用福祉用具（スライディングボード）、入浴用機械浴槽（シャワーバス）
を導入し、業務の効率化・介護職員の負担軽減にも努めました。ただ、スライディングボードの
活用については、車椅子の形状と併せて効果を発揮するものでもありますので、今後の検討課題
となりました。
　感染症予防とまん延防止については、新型コロナウィルス感染予防対策を中心として、常に最
新の情報を求めながら、その対策について協議を重ねました。今後は、ワクチン接種についての
具体的な対応が必要となってきますので、全職員が一丸となって、利用者も職員も安心できるよ
う取り組んでいきます。
　防災対策については、新たに防災士２名を養成しました。コロナウィルス感染予防のため、地
域との合同訓練は実施できませんでしたが、定期自主訓練・防災食管理を行うことで、職員の防
災意識の向上に努めました。
　行事については、コロナウィルス感染予防対策として規模を縮小し実施しました。三大行事で
あった生きいきまつりを中止とし、新たに園内買い物を実施、利用者に好評であったため、今後、
夏祭り・敬老会に加え、行事として取り組んでいきます。
　職員については、インターネット配信による研修を取り入れ、コロナウィルス感染予防対策を
前提として密を避けた活用に繋げました。介護人材確保としては、高校新卒者向けの企業説明会
が中止となったため、採用を含め、施設の情報発信としてもホームページ更新に力を入れました。
　
２．援助の概要



⑷　性別在所年数 〔前年度計〕

1 年未満 1 年以上
2 年未満

2 年以上
3 年未満

3 年以上
4 年未満

4 年以上
5 年未満 5 年以上 合計 最高 最低 平均

男性 3 2 1 2 3 4 15 11年1ヶ月 2ヶ月 3年11ヶ月
女性 9 12 8 6 6 22 63 21年1ヶ月 14日 ４年 4ヶ月
計 12 14 9 8 9 26 78 21年1ヶ月 14日 ４年 3ヶ月

⑸　要介護度別利用者
要介護度１ 要介護度２ 要介護度３ 要介護度４ 要介護度５ 計

20 37 21 78

（平均要介護度 4.0）

⑺　移　動
状況 自力歩行 つえ・歩行器 車椅子（自力）車椅子（一部介助）車椅子（全介助） ベッド 計
人数 2 1 11 3 45 16 78

⑹　ＡＤＬ（日常生活動作）
自 立 一部介助 全 介 助 計

食 事 28 10 40 78
入 浴 16 62 78
寝 返 り 14 13 51 78
衣類着脱 29 49 78
排 泄 5 73 78

⑻　受診・往診
月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３ 計

受 診 回 数 13 16 31 28 18 26 17 30 31 21 27 23 281 〔314〕
往 診 回 数 10 15 30 9 12 21 33 26 22 18 12 33 241 〔289〕
定 期 検 診 30 26 14 70 〔79〕

⑼　入　院
月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３ 計

人数 2 1 1 6 4 4 5 5 4 4 6 42 〔51〕

⑾　ドライブ・車椅子散歩
月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３ 計

人数 0 〔7〕

⑿　入所希望者の状況
待機場所 在宅（在宅施設を含む） 病院・診療所 介護老人保健施設 特養・養護老人ホーム 総　　数

人数 108 72 44 5 229
〔194〕

⑽　面　会
月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３ 計

人数 1 19 137 129 42 107 91 48 19 17 57 667 〔4,665〕
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１．短期入所
⑴　要介護度別利用者

要介護度１ 要介護度２ 要介護度３ 要介護度４ 要介護度５ 計
10 6 4 3 23 〔65〕

２．介護予防短期入所
⑴　要支援別利用者

要支援１ 要支援２ 計
0 〔2〕

⑵　月別利用状況

月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３ 計
利用人員 12 19 18 22 20 20 24 23 19 7 23 207 〔269〕
延 日 数 65 93 115 112 129 111 135 124 138 49 146 1,217 〔1,553〕

⑵　月別利用状況

月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３ 計
利用人員 0 〔3〕
延 日 数 0 〔14〕

給 食 数 内 訳
長 期 給食数含み 給食費月平均

１日１人当たり
（単位：円）月 常食 軟飯 粥・ムース・経管 合計 短期 デイ

４ 2,010 1,460 4,404 7,874 165 648 897 〔849〕
５ 2,148 1,476 4,754 8,378 230 684 729 〔762〕
６ 2,224 1,363 4,650 8,237 276 700 762 〔797〕
７ 2,387 1,338 4,762 8,487 258 699 813 〔909〕
８ 2,155 1,227 4,874 8,256 0 659 855 〔888〕
９ 2,161 1,248 4,698 8,107 318 623 783 〔759〕
10 2,091 1,184 4,711 7,986 348 696 819 〔873〕
11 1,932 1,240 4,469 7,641 328 625 768 〔792〕
12 2,050 1,141 4,791 7,982 298 655 873 〔864〕
１ 2,030 1,122 4,856 8,008 371 649 786 〔759〕
２ 1,695 1,029 4,032 6,756 135 669 837 〔798〕
３ 2,048 1,213 4,549 7,810 392 725 885 〔780〕

計 24,931 15,041 55,550 95,522 3,119 8,032 
平均 2,078 1,253 4,629 7,960 260 669 817 〔819〕 

※小数点すべて切り上げ
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３．短期入所（ショートステイ）利用状況� 〔前年度計〕

４．給食の状況



（1）各種会議および研修会（外部）

月 日 出　張　内　容 出 張 先 参加人数

7

4 県防災士養成研修 1

5 医療的ケア教員講習会 （宮崎市） 1

10

18 延岡市防災講演会 2

18 県防災士養成研修 1

20 ～ 22 県認知症介護実践リーダー研修 （宮崎市） 1

27 ～ 29 県認知症介護実践リーダー研修 （宮崎市） 1

11

4 ～ 6 県認知症介護実践リーダー研修 （宮崎市） 1

12 オンラインバス見学 （佐賀県） 2

18 ～ 20 県認知症介護実践者研修 （門川町） 1

25 ～ 27 県認知症介護実践者研修 （門川町） 1

12

13 高齢者施設等への応援職員派遣に伴う感染症研修会 （宮崎市） 1

25 県認知症介護実践リーダー研修 （宮崎市） 1

3 18・19 県防災士養成研修 （宮崎市） 1

計 15 〔71〕
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５．職員関係� 〔前年度計〕



⑵　研修会（内部）

項目
月日

実　　　施 参加 
人数 内　　　容

4 コロナウィルス感染予防対策のため、中止しました。

5 26 ～ 身体拘束廃止委員会 58 身体拘束について　新人職員及び現職員向け
（文書回覧）

6 30 ～ 感染症及び食中毒防止委員会 54 食中毒について（文書回覧）

7 23 ～ 接遇・業務改善委員会 54 看取り介護について（文書回覧）

8 11～16
29～30 接遇・業務改善委員会 25 酸素取り扱い・緊急時対応について

9 1 ～ 2 接遇・業務改善委員会 2 酸素取り扱い・緊急時対応について

10 週 2 回
（水・金）身体拘束廃止委員会 46 不適切ケアを考える

11 週 2 回
（水・金）感染症及び食中毒防止委員会 46 吐物処理実習

12 週 2 回
（水・金）接遇・業務改善委員会 53 行動・心理症状（問題行動）はなぜ起こるのか

1 週 2 回
（水・金）安全対策委員会 46 ヒヤリハットの目的と意義

2 週 2 回
（水・金）感染症及び食中毒防止委員会 46 新型コロナ感染ノウハウ・手洗いチェッカー

3 週 2 回
（水・金）安全対策委員会 40 安全の決め手となるコミュニケーションと確認

計 470〔280〕
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大きなかき氷じゃね～ やっぱり甘い物がいいね～

魔女になってお菓子を楽しんでいます

⑴　ふれあい喫茶（星ユニット）

項目
月日

実　　　施 参加 
人数 内　　　容

6 14 フルーツポンチパーティー 39 色とりどりの果物やゼリーをサイダー割り
で食べました。

8 27 かき氷 38 冷たい氷にびっくりしていました。

10 25 ハロウィンバイキング 37 仮装して、クッキーやババロアを選んで食
べました。

1 17 スナック菓子、ジュース 44 チョコレートやスナック菓子を「珍しい」 
「おいしいね」と食べました。

2 14 バレンタインクッキング 35 チョコレートフォンデュを楽しみました。

計 193〔195〕
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６．各種クラブ等



美味しい物に笑顔になります 好きな味を選びます

⑵　ふれあい喫茶（虹ユニット）

項目
月日

実　　　施 参加 
人数 内　　　容

4 22 ポップコーン 27 ホール全体に香ばしい匂いが拡がっていま
した。

5 21 綿菓子 24 綿菓子ができるまで興味津々でした。

6 25 フルーチェ 26 好みの種類を選びました。

8 7 かき氷 27 氷が削れる音も楽しみました。

9 6 おはぎ・プリン 27 大きなおはぎをぺろっと食べていました。

10 20 ハロウィン 25 スナック菓子に手が止まりせんでした。

11 26 クレープ 26 職員と一緒にくだものをトッピングしまし
た。

1 28 くず湯 29 普段からおやつを食べない方も、喜んで食
べていました。

2 25 チョコレート・果物 30 果物にチョコレートをかけて楽しみました。

3 24 おはぎ 28 2 色のおはぎでは、きなこが人気でした。

計 269〔253〕
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クリスマスプレゼント 〔園内買い物〕やっぱり自分で選ばないと

⑶　ふれあいクラブ（星ユニット）

項目
月日

実　　　施 参加 
人数 内　　　容

5
10 「母の日」プレゼント贈呈 40 プレゼントに、「恥ずかしいわ」と照れる姿

が多くありました。

31 回想法 28 真剣な眼差しで昔の映像に見入り、涙をこ
ぼしていました。

6 21 「父の日」プレゼント贈呈 8 写真撮影では、きりっとした表情でした。

8 16 カラオケ、合奏 16 楽しそうに打楽器を鳴らしながら、歌いま
した。

9 13 カラオケ、合奏 29 マイクを向けると、つい大きな声で歌いま
した。

10
11 園内買い物 56 悩んで購入した品物に満足していました。

18 外気浴 15 久しぶりの心地よい風が気持ちよさそうで
した。

11
15 軽体操 6 音楽に合わせて、自然と体が動きました。

29 回想法 27 「懐かしい…」と歓声があがっていました。

12 24 クリスマス忘年会 44 感染症対策の中で、大いに盛り上がりまし
た。

1 1 園内初詣 50 手作りの神社にお参りしたり、おみくじを
引いて楽しみました。

2 2 節分　豆まき 50 おじゃみを投げて、鬼もコロナも追い払い
ました。

3 3 ひな祭り 40 ひな壇を前に、化粧と羽織りで写真を撮り
ました。

計 409 　〔195〕

− 12 −



外で食べると美味しいね～ クリスマスプレゼントに感激

⑷　ふれあいクラブ（虹ユニット）

項目
月日

実　　　施 参加 
人数 内　　　容

5

8 端午の節句 29 手作りの兜と刀が似合っていました。

10 「母の日」プレゼント贈呈 24 好みの物を選びました。

28 外気浴 7 「風が気持ちいいね～」と目を細めていました。

29 外気浴 6 外で食べる食事に喜んでいました。

6 21 「父の日」プレゼント贈呈 5 プレゼントを手に取り喜んでいました。

9 20 敬老会 29 皆でお祝いしました。

12 24 クリスマス忘年会 23 ケーキや職員の余興で楽しみました。

1 1 初詣・参拝 20 ふれあい神社で健康を祈りました。

1 5 書初め 9 それぞれの作品に満足していました。

2 3 節分豆まき 22 「鬼は外」「福は内」と大きな声で、鬼を追
い払いました。

計 174 　〔253〕
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⑸　ふれあい会

項目
月日

実　　　施 参加 
人数 内　　　容

4

コロナウイルス感染予防対策のため、お休みしました。

5

6

7

8

9

10

11

12

1

2

3

計 0

− 14 −



真剣です ダイナミックに生けます

⑹　生花クラブ（星ユニット）

項目
月日

実　　　施 参加 
人数 内　　　容

4
9 カーネーション・スターチス・玉しだ 

アルストロメリア・オクラレカ・シャクヤク
4

昔の記憶が蘇り、話も弾みました。
23 4

6
14 ギボウシ・オリエンタルゆり・ソリダコ 

グラジオラス・カーネーション・ドラセナ
3

1 本 1 本工夫しながら長さを決めました。
28 4

8
11 リアトリス・アスチルベ・ガーベラ 

すかしゆり・赤大菊
4

皆で相談しながら生けました。
25 4

10
9 ギガンチューム・スプレーローネ 

りんどう･デンファレ・レザーファン
4

生ける前から興奮していました。
24 4

12
13 すかしゆり・けいとう・アスター

やり鶏頭・クルクマ・旭ハフン
宿根スターチス

6
「きれいじゃね～」と手が止まっていました。

27 4

2
10 ベビーハンズ・すかしゆり・トルコギキキョウ 

カーネーション・宿根スターチス・レモンリーフ
4

真剣な表情で生けました。
24 4

10
8 ドラセナ・スプレーカーネーション・ガーベラ 

ハイビスカス・オリエンタルゆり・旭ハラン
4

花に癒されました。
22 4

11
12 フォックスフェイス・スタンダードカーネーション 

ドラセナ・グロリオサ・特殊菊
4 フォックスフェイスの花に「きつねそっくり

じゃね」と喜んでいました。26 4

12
17 クロトン・フリージア・スイートピー 

正月花・若松・南天・葉ボタン
4

「正月気分になるね」と喜んでいました。
29 4

1
28 ヒペリカム・かすみ草・ラナンキュラス 

カーネーション・チューリップ・スイートピー
4 珍しい色のかすみ草に「これはいいわ！」と

盛り上がりました。11 4

2
25 フリージア・ブプレウム・ダリア 

桜・スイートピー
4 華やかなダリア中心で生けました。スイート

ピーやフリージアも春を感じる色でした。11 4

3
25 オクラレカ・かすみ草

単調アリアム・フリージア・スイートピー
4 単調アリアムに「何の花じゃろうか～」と

興味津々でした。26 6

計 134 　〔134〕
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わたしも綺麗でしょう こんな感じかな～

⑺　生花クラブ（虹ユニット）

項目
月日

実　　　施 参加 
人数 内　　　容

4
2 オリエンタルゆり・ストック・フリージア

リヤトリス・カーネーション・宿根スターチス
8

花を見て息抜きになりました。
16 4

5
7 丹頂アリアム・すかしゆり・シャガ

ひまわり・グアジオラス・利久草
5

ひまわりが目立っていました。
21 5

6
4 あわ・ゆうぎり草

黄大菊・りんどう・ドラセナ
5

職員に聴きながら楽しく生けました。
18 5

7
2 シャガ・鶏頭・ルリ玉・あざみ

ヒペリカム・スプレーバラ
5

それぞれにこだわりを持って生けました。
16 4

8
6 あわ・すかしゆり・りんどう・アスター

槍けいとう・スターチス
5 男性は女性からアドバイスを受けて生けまし

た。20 5

9
3 大菊・すかしゆり・カーネーション

ストレッチア・トルコキキョウ
5

配置をじっくり考えながら生けました。
17 4

10
1 孔雀草・アルストロメリア・トルコギキョウ

りんどう・小菊・カーネーション
4

できあがりに拍手で喜びました。
15 5

11
5 ガーベラ・スプレーカーネーション

すかしゆり・モンステラ・かすみ草
菊・ヒペリカム

5 ガーベラとカーネーションのオレンジがきれい
でした。19 5

12
3 スターチス・スイートピー・金魚草

若松・南天・ず梅・千両・ドラセナ
葉ぼたん・黄下

4
正月の歌を歌いながら生けました。

29 4

1
7 スプレーバラ・ドラセナ・かすみ草

菜の花・ガーベラ・スイーピー
5

葉の花に春を感じました。
21 4

2
4 こおりやなぎ・ラナンキュラス・かすみ草

すかしゆり・桃・チューリップ
5

「私のが一番じゃ！」と自信満々に生けました。
18 5

3
4 すかしゆり・ストック・ガーベラ

オリエンタルゆり・レザーファン
スイートピー・チューリップ

5 黄色・緑・ピンクと華やかで、気持ちも温まり
ました。18 5

計 116 　〔181〕
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職員による集団リハビリ 職員による集団リハビリ

⑻　リハビリテーション

項目
月日

実　　　施 参加 
人数 内　　　容

4
18

理学療法士による機能訓練
11 器具使用での基本動作確認、可動域悪化予防

及び安楽体位・介助方法などの助言25 6

5
23

理学療法士による機能訓練
14 器具使用での基本動作確認、可動域悪化予防

及び安楽体位方法などの助言30 11

6
13

理学療法士による機能訓練
16 器具使用での基本動作確認、可動域悪化予防

及び安楽体位方法などの助言27 13

7
4

理学療法士による機能訓練
18 器具使用での基本動作確認、可動域悪化予防

及び安楽体位・介助方法などの助言18 11

8
8

理学療法士による機能訓練
16 器具使用での基本動作確認、可動域悪化予防

及び安楽体位・介助方法などの助言22 16

9
12

理学療法士による機能訓練
15 器具使用での基本動作確認、可動域悪化予防

及び安楽体位・介助方法などの助言26 14

10
10

理学療法士による機能訓練
13 器具使用での基本動作確認、可動域悪化予防

及び安楽体位・介助方法などの助言24 11

11
7

理学療法士による機能訓練
14 器具使用での基本動作確認、可動域悪化予防

及び安楽体位・介助方法などの助言21 9

12
5

理学療法士による機能訓練
15 器具使用での基本動作確認、可動域悪化予防

及び安楽体位・介助方法などの助言12 13

1
16

理学療法士による機能訓練
14 器具使用での基本動作確認、可動域悪化予防

及び安楽体位・介助方法などの助言30 13

2
13

理学療法士による機能訓練
16 器具使用での基本動作確認、可動域悪化予防

及び安楽体位・介助方法などの助言27 16

3
13

理学療法士による機能訓練
16 器具使用での基本動作確認、可動域悪化予防

及び安楽体位・介助方法などの助言27 11

計 322 　〔287〕
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間隔を空けて… 楽器で盛り上がります

⑼　音楽クラブ

項目
月日

実　　　施 参加 
人数 内　　　容

4

コロナウィルス感染予防対策のためお休みしました5

6

7
6 音楽セラピストによる音楽

療法
21 久しぶりの音楽クラブでしたが、皆さん元

気よく歌いました。20 14

8 コロナウィルス感染予防対策のためお休みしました

9 21 音楽セラピストによる音楽
療法 13 季節の歌や話で盛り上がり、あっという間

に時間が過ぎました。

10
5 音楽セラピストによる音楽

療法
10 ソーシャルディスタンスを守り、楽器を使

わずに手拍子で行いました。19 10

11
2 音楽セラピストによる音楽

療法
11 新しく入所された利用者さんも元気一杯で

歌っていました。16 17

12
7 音楽セラピストによる音楽

療法
8 知らない曲は音読をして歌詞を楽しみまし

た。21 8

1 18 音楽セラピストによる音楽
療法 11 お正月の歌から始まり、季節の歌や話で盛

り上がりました。

2 コロナウィルス感染予防対策のためお休みしました

3
1 音楽セラピストによる音楽

療法
27 準備体操で体をほぐすと、大きな声が出て

いました。13 13

計 163 　〔487〕
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⑴　防災委員会

項目
月日

実　　　施 参加 
人数 内　　　容

4 20 第 1 回総合防災訓練 21
虹ユニットより火災発生。火元確認後の通報訓
練、模擬初期消火訓練、虹ユニット東ホールへ
の避難誘導訓練を規模を縮小して実施。

5 17 防災自主訓練 
（シミュレーション） 10 給食室より火災発生。初期消火困難として、虹

ユニット東ホールへの避難誘導訓練を実施。

6 21 防災自主訓練 
（シミュレーション） 10 給食室より火災発生。初期消火困難として、虹ユニッ

ト東ホール避難口からの避難誘導訓練を実施。

7 19 防災自主訓練 
（シミュレーション） 10

医務室より火災発生。初期消火困難として、虹
ユニット東ホール避難口からの避難誘導訓練を
実施。ブレーカー取り扱いについて周知する。

8 23 防災自主訓練 
（シミュレーション） 12

洗濯室より火災発生。初期消火困難として、虹
ユニットから外、星ユニットは南側テラスへの
避難誘導訓練を実施。

9

4 委員会　必要な事項（台風） 7 台風 10 号接近への対策について検討する。

28 委員会　必要な事項（備蓄） 6 非常食の格納について検討する。

28 第 2 回総合防災訓練 56 給食室より火災発生。初期消火困難として、南
側職員駐車場への避難誘導訓練を実施。

10 18 防災自主訓練 
（シミュレーション） 10

星スタッフルームより火災発生。初期消火困難
として、虹ユニット東ホールから外への避難誘
導訓練を実施。

11

1 委員会　必要な事項（備蓄） 7 星ユニット防災倉庫から虹防災倉庫へ飲用水・防災
食の移動について検討する。

8 委員会　必要な事項（備蓄） 2 虹防災倉庫にある防災食の整理を行う。

17 防災自主訓練 
（シミュレーション） 5 施設玄関にて、消火器による模擬消火等を行う

12 10 夜間想定訓練 80 夜間に洗濯室で火災発生。職員緊急連絡網を
使っての伝達訓練を実施する。

1 17 防災自主訓練 
（シミュレーション） 10 医務室より火災発生。初期消火困難として、虹ユ

ニット東ホールから外への避難誘導訓練を実施。

2 21 防災自主訓練 
（シミュレーション） 10

花ホールより火災発生。初期消火困難として、虹
ユニット東ホールから外への避難誘導訓練を実
施。J アラート・防災行政無線装置の説明を行う。

3 21 防災自主訓練 
（シミュレーション） 9 夜間帯に給食室より火災発生。初期消火が困難

とし、南側駐車場下段への避難誘導訓練を実施。

計 265 　〔530〕

− 19 −

７．各種委員会等



「かけはし」を書いてもらいました 立派です

⑵　広報委員会

項目
月日

実　　　施 内　　　容

4 1 「かけはし」第 135 号発行 新年度の挨拶、ひなまつり、節分、バレンタイン、
4 ～ 5 月誕生者

5
編集会議、原稿作成
掲示物変更
メッセージカード作成

6 1 「かけはし」第 136 号発行 生け花、総合防災訓練、面会の様子、
寄贈品紹介、職員紹介

7
編集会議、原稿作成
掲示物変更
メッセージカード作成

8 1 「かけはし」第 137 号発行 夏まつり、屋外食、音楽クラブ、
フルーツポンチパーティ

9
編集会議、原稿作成
掲示物変更
メッセージカード作成

10 1 「かけはし」第 138 号発行 敬老の集い

11
編集会議、原稿作成
掲示物変更
メッセージカード作成

12 1 「かけはし」第 139 号発行 ハロウィン、園内買い物

1
編集会議、原稿作成
掲示物変更
メッセージカード作成

2 1 「かけはし」第 140 号発行 新年の挨拶、クリスマス忘年会、初詣、職員紹介

3
編集会議、原稿作成
掲示物変更
メッセージカード作成

− 20 −



⑶　感染症及び食中毒まん延防止委員会

項目
月日

実　　　施 内　　　容

4

8
必要な事項（感染症）

職員の検温、発熱時の対応、マスク等について検討。
11 利用者の発熱・風邪症状まん延への対策について検討。

12

現対象者の具体的な処遇方
針、必要な事項（感染症）

利用者及び職員の発熱・風邪症状罹患者の増加あ
り、今後の対策を検討。

13 延岡保健所からの現状説明の問い合わせあり、改
めての情報共有を行う。

17 利用者及び職員の発熱・風邪症状罹患者の現状を
踏まえ、今後の対策を検討。

20 4/17 の委員会後の状況確認と今後の対策につい
て検討。

24 4/20 の委員会後の状況確認と今後の対策につい
て検討。

5 26 必要な事項（感染症） 5/25 政府による緊急事態宣言の全面解除を受け、
今後の対応を検討する。

7

26
必要な事項（感染症）

宮崎県内におけるクラスター発生に伴い、今後の
対応を検討する。

29 延岡市内におけるコロナウィルス感染症 2 名発生
に伴い、今後の対応を検討する。

31 現対象者の具体的な処遇方
針、必要な事項（感染症）

職員家族のコロナウィルス陽性反応を受け、今後
の対応を検討する。

8

3

必要な事項（感染症）

延岡市・西臼杵郡圏域のレッドゾーン指定を受け、
今後の対策について検討する。

12 コロナウィルス感染防止に対策について検討する。

25 宮崎県内のコロナウィルス感染状況を踏まえた面
会対応について検討する。

11
11

必要な事項（感染症）
年末年始の面会対応について検討する。

24 宮崎市のコロナウィルス感染者増加を受け、面会・
ショートステイ受け入れについて検討する。

12 28 必要な事項（感染症） 感染症発生時の対応、マニュアルについて検討する。

1

4

必要な事項（感染症）

延岡市のコロナウィルス感染者増加に伴う、ショー
トステイ受け入れ・職員対応について検討する。

7
延岡市のコロナウィルス感染者増加に伴う、面会・
入館者・デイ・ショートステイの対応について検
討する。

19 現対象者の具体的な処遇方
針、必要な事項（感染症）

ショートステイ利用者の家族がコロナウィルス感
染の検査対象者となったことに伴う、対応につい
て検討する。

27 必要な事項（感染症） 市内の小学校・中学校等でのコロナウィルス集団
発生に伴う対応について検討する。

2 25 必要な事項（感染症） 宮崎県からの行動要請及び面会緩和を受け、今後
の面会について検討を行う。

− 21 −



月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３ 計
実人数 2 2 〔27〕
延人数 6 6 〔141〕

月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３ 計
人数 0 〔155〕

− 22 −

８．実習生受入状況� 〔前年度計〕

主な実習、体験学習等受入先
・九州保健福祉大学（臨床福祉学科）

※コロナウィルス感染予防対策のため、中止（学校内実習）となりました。

※コロナウィルス感染予防対策のため、受入を行いませんでした。

９．ボランティア受入状況



− 23 −

ふれあいの里デイサービスセンター
（（通　所　介　通　所　介　護）護）

介護予防・日常生活支援総合事業介護予防・日常生活支援総合事業
（通所介護相当サービス）（通所介護相当サービス）





月 日 研  修  内  容 参加人数

7 4 防災士養成研修 1

10 25 防災士養成研修 1

2
6

防災士養成研修
1

7 1

3

1 介護報酬改定について（オンライン） 1

13
防災士養成研修

1

14 1

計 7 〔78〕

− 25 −

１．活動状況
利用者やご家族及びサービスを提供する私たちが共通の認識を持ち、より良いサービスに繋

げるため、積極的に担当者会議へ出席しました。できることを維持して住み慣れた家での生活
が継続できるよう各関係機関との連携を図りながら、ニーズへの柔軟な対応と相談や助言によ
るご家族の身体的・精神的負担の軽減に努めました。総合事業では、目標達成に向けてのサー
ビス計画の作成と取り組みに力を入れました。

行事については、コロナウイルス感染症対策のため、屋外ではドライブのみで活動の幅を制
限しての開催となりましたが、季節に応じた装飾品の制作やそのときどきの情報に合わせたア
イデアを取り入れつつ、新しい事へのチャレンジや意欲の向上に繋げ、好評を得ました。また、

『口腔体操』や『入浴・排泄動作』等の自宅でもできるリハビリ目的の体操を紹介し、自立支
援に向けた生活動作の維持・向上に取り組みました。

安全対策面では、ヒヤリ・ハットを活用による事故防止や削減、早期対応と職員への意識づ
けを進めました。

地域との関わりでは、感染予防対策によりボランティアの受け入れや地域合同の防災訓練へ
の参加はできませんでしたが、挨拶の励行などで地域に根ざす事業所つくりに努めるとともに、
職員間では内部研修による資質向上や自己研鑚に励みました。

２．研修報告� 〔前年度計〕



ゆっくり巻かんと逃ぐるわ！

行縢山がきれいに見えました！

⑴　通所介護
　　要介護度別利用者

要介護度１ 要介護度２ 要介護度３ 要介護度４ 要介護度５ 計
31 10 7 2 50 〔50〕

⑵　総合事業

事業対象者 要支援 1 要支援２ 計
4 8 12 24 〔21〕

４．主な行事

月 内　　　容

4 鯉のぼり飾り作製・ホール飾り作製・防災訓練
「ふれあい」広報誌№ 96 発行

5 炭焼き昼食会　防災訓練　頭の体操　クイズ

6 個別七夕飾り作製・調理（蒸しパン）・ゲーム・頭の体操
防災訓練

7 ゲーム・脳トレ・クイズ
防災訓練・「ふれあい」広報誌№ 97 発行

8 頭の体操　夏祭り　防災訓練

9 頭の体操 ･ 敬老会・ドライブ（行縢・須美江方面）
防災訓練

10 頭の体操 ･ 運動会準備（ホール飾り製作）
防災訓練・「ふれあい」広報誌№ 98 発行

11 運動会・頭の体操・ドライブ（植物園・アユやな場）
防災訓練・クリスマス飾り作製

12 正月飾り作製（個人用・ホール用）・ゲーム・
調理（平だご作り）・クリスマス忘年会（ゲーム等）

1 書き初め・新年会（カラオケ、じゃんけんゲーム）
防災訓練・「ふれあい」広報誌№ 99 発行

2 節分（豆まき）・ドライブ（大貫菜の花ロード）・防災訓練
脳トレ ･ 頭の体操

3 ひな人形製作・調理（串団子作り）・意見交換会
防災訓練・花見ドライブ（古城・土々呂・鶴ヶ丘公園）

※誕生会は毎月個別に実施（希望があれば衣装を貸し出しドレスや着物など着用）
　上記以外にも不定期でホール装飾作製や園芸等を実施
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３．利用者状況 〔前年度計〕
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ふれあいの里ホームヘルプサービス
（（訪　問　介　訪　問　介　護）護）

介護予防・日常生活支援総合事業介護予防・日常生活支援総合事業
（訪問介護相当サービス）（訪問介護相当サービス）





１．訪問介護
　⑴　要介護度別登録者

要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５ 計
8 1 1 10 〔10〕

　⑵　世帯類別

家 族 同 居
一 人 暮 ら し 8
高 齢 者 世 帯 2
身 体 障 害 者

計 10 〔10〕

　⑵　世帯類別

一 人 暮 ら し 10
高 齢 者 世 帯 4
家 族 同 居 1
身 体 障 害 者 2

計 17 〔20〕

　⑶　援助内容

身 体 介 護
生 活 援 助 6
身 体・生 活 4

計 10 〔10〕

２．総合事業
　⑴　登録者

事業対象者 要支援 1 要支援２ 計
14 3 17 〔20〕

− 31 −

１．活動状況
　平成10年10月より一貫して地域に根差す活動に努めてきましたが、利用者の減少及び職員

の人員不足の状況から事業継続が難しくなり、令和2年6月末で事業廃止となりました。

　既に廃止方針のあった年度当初より、他事業所へ各利用者の支援移行を計画的に進めました。

これまで事業所の指針としてきた利用者との信頼関係の下での自立支援の思いを含めて丁寧な

引継ぎに努め、滞りなく完了できました。

２．利用者状況� ※参考〔前年度計〕
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（居宅介護支援）
ふれあいの里居宅介護支援事業所





月 日 研　　　修　　　内　　　容 参加人数

6 29 自立支援型ケアマネジメント勉強会 1

9
23 主任介護支援専門員研修 （宮崎市） 1

26 県介護支援専門員協会　県央ブロック研修会 （宮崎市） 1

10 １，８，15，26 主任介護支援専門員研修（オンライン） 1

11

7，20，21 主任介護支援専門員研修（オンライン） 1

7 県介護支援専門員協会　県南ブロック研修会 （都城市） 1

17 延岡市介護支援専門員連絡会研修会 1

12

7，15 主任介護支援専門員研修（オンライン） （宮崎市） 1

19 医療系サービスの理解と在宅医療に係る多職種事例検討会
（オンライン） 1

21 介護支援専門員実務研修　実習受入協力事業所・実習指導
者研修会（オンライン） 2

10 5，6 主任介護支援専門員研修（オンライン） 1

2

7 県介護支援専門員協会　研究大会（オンライン） 1

24 老サ協セミナー　～令和３年度介護報酬改定～（オンライン） 2

27 県介護支援専門員協会　県北ブロック研修会 1

9
11 県介護支援専門員協会　災害対策研修会（オンライン） 3

14 高次脳機能障害 Web 研修会（オンライン） 1

計 19 〔30〕
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１．活動状況
自立に向けたケアプランの作成と特定事業所としての責務、地域包括ケアシステム構築に向

けた取り組み、そして情報管理と事業所需要の拡大を念頭に置いた業務を進めました。

特に利用者の日常生活上の困りごとを把握できるためのモニタリングの充実は課題の一つで

あったため、コロナ禍で直接の面談やサービス担当者会議の開催ができない時期には難渋しま

したが、一方では普段より信頼関係の構築を大事に業務を進めてきたことが奏功し、大きな影

響を受けずに情報共有や計画調整を進めることができました。

また介護分野における生産性の向上と業務の効率化に向けてICTを導入し、タブレット端末

の持ち出しによる支援経過の記録や情報の共有に加え、事業所外とオンラインによる事例検討

の開催や研修会への参加等、有効活用に手応えを感じる一年ともなりました。

２．研修報告� 〔前年度計〕



⑴　ケアプラン作成件数

月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３ 計
件数 116 111 116 116 115 114 112 118 116 113 110 108 1365 〔1420〕

⑵　ケアプラン作成件数（予防及び総合事業）

月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３ 計
件数 7 7 7 7 6 6 7 6 6 7 7 7 80 〔93〕

⑶　サービス担当者会議件数

月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３ 計
件数 23 30 32 33 32 31 35 35 25 27 22 24 349 〔358〕

⑷　要介護度別登録者

要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５ 計
61 27 12 4 4 108 〔116〕

⑸　要支援度及び総合事業対象別登録者

要支援１ 要支援２ 総合事業 計
3 3 1 7 〔7〕

− 38 −

３．各種報告� 〔前年度計〕
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〔延岡市委託事業〕
（介 護 予 防 支 援）

延岡市恒富南地域包括支援センター





月 日 研　修　内　容 参加人数

6

16
延岡市自立支援型ケアマネジメント研修会

2

17 3

25 延岡市地域連携ネットワーク会議 1

7

13 県自立支援型ケアマネジメント研修会 （宮崎市） 1

22 延岡市地域連携ネットワーク会議 1

30 認知症高齢者等見守り事業について 1

9

10
県介護支援専門員更新研修（実務経験者）　WEB セミナー

1

24 1

26 県介護支援専門員協会　県央ブロック研修会 （宮崎市） 1

29 県介護支援専門員更新研修（実務経験者）　WEB セミナー 1

10

14 県介護支援専門員更新研修（実務経験者）　WEB セミナー 1

15 成年後見制度研修会 1

20 県キャラバン・メイト養成研修 （宮崎市） 1

11
7 介護支援専門員協会　県南ブロック研修会 （都城市） 1

17 延岡市介護支援専門員連絡会研修会 1

2
7 県介護支援専門員協会　研究大会（オンライン） 1

24 延岡・西臼杵地域連携ネットワーク会議 1

3

13
県地域包括・在宅介護支援センター協議会　職員研修会（講演動画）

3

15 1

16 居宅事例検討会 1

25 包括別地域ケア推進会議（オンライン） 1

26 〔27〕
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１．活動状況
新型コロナウイルス流行により、その感染防止対策や行動制限があり、従来の地域活動への

参加や連携協働の体制づくりが困難な中、地域包括ケアシステムと地域共生社会の実現に向け、

中心的役割を果たしていくよう努めました。

様々な方法で相談を受け入れ、社会資源や諸制度を切れ目なく活用できるよう、地域や関係

機関との連携・強化を図りました。

要支援者及び事業対象者については、適切なサービスが提供され、自ら介護予防に取り組め

るよう専門的視点から必要な援助を行いました。

感染症対策を講じた上で認知症サポーター養成講座や出前講座を開催し、介護予防や認知症

に関する知識の普及啓発を行いました。

２．研修会等の出席状況� 〔前年度計〕



1. 延岡市委託事業
⑴　相談件数

相談延べ件数 相談実数
2,357〔2,516〕 1,515　〔1,618〕

⑵　性別内訳（実数）

男性 女性 計
402 1,113 1,515 〔1,618〕

月 日 会　　議　　名 月 日 会　　議　　名

4
3 
5 
23

恒富南地区民生・児童委員協議会 
恒富中地区民生・児童委員協議会 
地域包括支援センター連絡会・自立支援型地域ケア会議

10

2 
7 
1 
15 
29

恒富中地区民生・児童委員協議会 
恒富南地区民生・児童委員協議会 
自立支援型地域ケア会議 
地域包括支援センター連絡会・自立支援型地域ケア会議 
包括支援センター所長会議

5

1 
7 
13 
14 
30

恒富中地区民生・児童委員協議会 
自立支援型地域ケア会議 
恒富南地区民生・児童委員協議会 
スローシティーピアノ運営推進会議 
実習指導者会議

11

4 
6 
5 
12 
19

恒富南地区民生・児童委員協議会 
恒富中地区民生・児童委員協議会 
自立支援型地域ケア会議 
スローシティーピアノ運営推進会議 
地域包括支援センター連絡会・自立支援型地域ケア会議

6

3 
4 
5 
18

恒富南地区民生・児童委員協議会 
自立支援型地域ケア会議 
恒富中地区民生・児童委員協議会 
地域包括支援センター連絡会・自立支援型地域ケア会議

12 2 
4

恒富南地区民生・児童委員協議会 
恒富中地区民生・児童委員協議会

7

1 
3 
2 
9 
16

恒富南地区民生・児童委員協議会 
恒富中地区民生・児童委員協議会 
自立支援型地域ケア会議 
スローシティーピアノ運営推進会議 
地域包括支援センター連絡会・自立支援型地域ケア会議

1 13 恒富南地区民生・児童委員協議会

8 2 3 
5

恒富南地区民生・児童委員協議会 
恒富中地区民生・児童委員協議会

9
2 
4 
17

恒富南地区民生・児童委員協議会 
恒富中地区民生・児童委員協議会 
地域包括支援センター連絡会・自立支援型地域ケア会議

3
1 
3 
11

恒富中地区民生・児童委員協議会 
恒富南地区民生・児童委員協議会 
スローシティーピアノ運営推進会議

⑶　相談者続柄（実数）

本人 家族 関係機関 相談協力員 その他 計

1,165 153 183 10 4 1,515 〔1,618〕

⑷　相談方法（実数） 〔前年度計〕

来所 電話 訪問 文書 計

24 759 731 1 1,515 〔1,618〕
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３．会議等の出席状況（延岡市）

４．事業報告� 〔前年度計〕



⑸　相談内容（延べ件数）

交　付　要　綱
要綱外 計介護保険 

（契約者）
介護保険 
（一般）

在宅福祉 
サービス 保健・医療 施設入所 権利擁護 高齢者 

虐　待
1,527 381 108 160 53 33 18 77 2,357 〔2,516〕

⑹　実態把握実績

相　談　内　容 実件数 延件数

区
　
分

介護保険に関する訪問（契約者） 699 942
相談業務に関する訪問 28 44
状況把握 274 366

計 1,001 1,352
〔1,202〕 〔1,767〕

⑺　地域ケア会議の開催状況

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計
地域ケア個別会議 ※1 0 〔0〕
地域ケア推進会議 ※2 0 〔0〕

※1 は個別ケース検討に関する会議　　※2 はネットワーク形成等に関する会議

⑻　出前講座開催状況

月 日 実　施　地　区 人数
11 21 伊達 2 区 18

計 18 〔56〕 

⑴　要支援者数

要支援１ 要支援２ 計
32 29 61 〔68〕

⑵　ケアプラン作成件数

月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３ 計
件 数 69 65 62 65 61 62 65 62 63 60 60 61 755 〔839〕

（内委託） 10 10 10 9 9 9 8 8 9 7 7 6 102 〔149〕

⑼　認知症サポーター養成講座

月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３ 計
回 数 1 1 〔7〕
参加人数 65 65 〔589〕

⑽　生きいき百歳体操

月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３ 計
回 数 1 1 1 1 4 〔69〕
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２．介護予防支援



⑴　事業対象者数

事業対象者 要支援１ 要支援２ 計
4 16 16 36 〔49〕

⑵　ケアプラン作成件数

月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３ 計
件 数 50 47 47 47 44 46 43 38 40 38 37 36 513 〔608〕

（ 内 委 託 ） 8 8 8 8 7 8 7 7 7 7 7 6 88 〔92〕

公
的
福
祉
サ
ー
ビ
ス

配食サービス事業 1
高齢者日常生活用具給付事業
高齢者住宅改造助成事業
やむを得ない事由による措置事業
養護老人ホーム入所
高齢者紙おむつ等支給事業
成年後見制度利用支援事業 1
緊急通報システム 3
その他…認知症高齢者等見守り支援事業 1

計 6 〔7〕

予
防
給
付

介護予防訪問リハビリテーション
介護予防訪問看護
介護予防居宅療養管理指導
介護予防通所リハビリテーション 8
介護予防福祉用具貸与 22
特定介護予防福祉用具販売 7
介護予防短期入所（生活介護・療養介護）
介護予防住宅改修 25

計 62 〔66〕

予防ケア
マネジメント

訪問型サービス 18
通所型サービス 10

計 28 〔23〕

そ
　
の
　
他

居宅介護支援事業所仲介 41
介護保険施設の仲介 1
介護保険施設以外の仲介（有料老人ホーム・高専賃等） 4
医療機関仲介（入院・医療デイケア） 1
宅老サービス
介護機器（用品）購入仲介 1
介護機器個人レンタル仲介 2
民間配食サービス 7
有償ボランティア（家政婦） 5
介護タクシー 2
日常生活自立支援事業
支援センター備品貸出 12

計 76 〔71〕
合　計 172 〔167〕
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3．総合事業 〔前年度計〕

4．適用したサービス　（延件数）	 ※実績のあったサービスのみ



（生活困窮者に対する相談支援事業等）
社会福祉法人地域貢献活動

− 45 −





（1）みやざき安心セーフティネット事業

相談件数 経済的援助件数
0 0

〔0〕 〔0〕 〔前年度計〕

月 日 会議名

コロナウイルス対策のため参加なし

（2）社会福祉法人連携事業
　　※相談支援なし
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１．社会福祉法人地域貢献活動
コロナウィルス感染予防対策も含め、地域との積極的な交流は行うことができませんでした。

また、昨年度同様、「みやざき安心セーフティネット事業」についても、相談がなく活動には

至りませんでした。

２．支援活動実績

３．研修会等の参加



令
和

３
年

４
月

１
日

（
参

照
）

機
　

　
構

　
　

図

評
議

員
会

理
事

会
監

事
会

評議
員選

任・
解任

委員
会

理
事

長

福
祉

サ
ー

ビ
ス

苦
情

処
理

委
員

会
施

設
長

主
任

者
会

議
安

全
対

策
委

員
会

入
所

者
判

定
会

⑴
副

施
設

長
⑴

事
務

長
⑴

在
　

　
宅

施
　

　
設

在
宅

総
括

主
任 ⑴

主
任

生
活

相
談

員
嘱

託
医

師
⑴

⑵
包

括
支

援
居

宅
支

援
デ

イ
事

務
給

食
生

活
相

談
員

Ｐ
Ｔ

⑴
（

地
域

包
括

支
援

）
（

居
宅

介
護

支
援

）
（

通
所

介
護

）
⑴

総
括

主
任

夜
警

⑵
主

任
生

活
相

談
員

主
任

生
活

相
談

員
生

活
相

談
員

事
務

主
任

主
任

栄
養

士
⑴

⑴
※

⑴
⑴

⑴
⑴

生
活

相
談

員
生

活
相

談
員

看
護

職
員

栄
養

士
介

護
主

任
看

護
主

任
⑷

⑶
⑵

⑴
⑵

⑴
介

護
職

員
調

理
主

任
介

護
主

任
補

佐
看

護
職

員
⑸

⑴
⑶

⑸
調

理
職

員
調

理
職

員
介

護
職

員
⑴

⑺
（

28
）

パ
ー

ト
職

員
パ

ー
ト

職
員

⑵
⑸

特
養

正
　
職

55
臨
時
職

1
パ
ー
ト

7
計

63

デ
イ

正
　
職

7
臨
時
職

2
計

9
包

括
正
　
職

5
居

宅
正
　
職

4

そ
の
他

嘱
託
医
・
産
業
医
・
PT

3
夜
　
警

2
計

5

全
体

正
　
職

71
臨
時
職

3
パ
ー
ト

7
そ
の
他

5
合
　
計

86 ※
再

掲

− 48 −





社会福祉法人　ふれあい福祉会
〒 882-0876 宮崎県延岡市沖田町 2240 番地

TEL 0982-35-0005


